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子どもの健やかな発育を願って（学校給食）

「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」

に
基
づ
く
「
子
ど
も
・
子
育

無
料
化
方
式
を
採
用
す
る

と
、
医
療
機
関
に
か
か
り
や

給
食
費
を
半
額
負
担
す
る
と

約
２
０
０
０
万
円
必
要
に
な

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
の
体

制
は
そ
の
と
お
り
だ
が
、
支

新
３
項
目
は
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
者
を
除
く
と
な
っ

丁
寧
な
周
知
は
こ
れ
に
限
ら

ず
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
通

毎
年
、
全
保
護
者
に
生
徒
を

と
お
し
て
通
知
し
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
制
度
を
利
用
し
や
す
く

基
準
な
ど
、分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す

加藤亮輔議員

【
少
子
化
が
進
行
す
る
な
か
で

の
村
づ
く
り
に
つ
い
て
】

第
４
次
総
合
計
画
で
は
、

０
歳
か
ら
14
歳
の
年
少
人

山
梨
県
早
川
町
で
は
学
校
給

食
費
無
料
化
事
業
、
小
中
学

就
学
援
助
費
の
新
３
項
目

（
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、

就
学
援
助
制
度
の
利
用
率
は

白
馬
村
７
％
で
、
全
国
平
均

就
学
援
助
金
は
生
活
保
護
基

準
の
１
・
２
倍
で
２
人
世
帯

今
回
の
補
正
予
算
で
も

２
５
０
０
万
円
出
て
い
る
。

村
の
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
制
度
を
い
か
す
た
め
、

て
支
援
計
画
」
の
策
定
を
優
先
し
、

条
例
の
制
定
は
今
後
研
究
し
ま
す
。

す
く
な
り
、
医
療
費
の
増
加
を
招
き

ま
す
。国
庫
負
担
金
が
減
額
さ
れ
て
、

財
政
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、
県

に
要
請
す
る
必
要
性
は
感
じ
て
い
ま

せ
ん
。

り
ま
す
。
子
育
て
支
援
策
を
総
合
的

に
考
え
る
な
か
で
検
討
し
ま
す
。

援
策
は
総
合
的
に
考
え
ま
す
。

て
お
り
、
実
際
の
対
象
者
は
い
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
要
綱
は
検
討
し

ま
す
。

知
の
中
で
分
か
り
や
す
く
し
ま
す
。

口
は
、
２
０
１
５
年
の
目
標
を

１
２
０
０
人
に
設
定
し
て
い
る
が
、

２
０
１
４
年
４
月
現
在
、
３
２
３
人

減
少
し
１
０
７
２
人
で
あ
る
。
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
10

年
後
の
推
計
は
６
９
８
人
と
半
減
。

子
ど
も
が
10
年
間
で
３
２
３
人
も
減

少
す
れ
ば
、
高
校
の
存
続
問
題
が
浮

上
す
る
こ
と
は
当
然
予
想
で
き
る
。

子
育
て
・
少
子
化
対
策
を
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
、
場
当
た
り
的
な
対
策

に
な
る
。

　

子
育
て
支
援
の
先
進
自
治
体
は
、

子
ど
も
条
例
等
を
作
り
、
出
産
か
ら

義
務
教
育
終
了
ま
で
系
統
的
に
事
業

を
行
っ
て
い
る
。「
村
の
宝
で
あ
る

県
に
窓
口
無
料
化
制
度
を
要
請
す
べ

き
で
は
。

子
ど
も
」
を
地
域
で
健
や
か
に
育
て

支
援
し
、
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
す

る
「
白
馬
村
子
ど
も
条
例
」
を
制
定

す
べ
き
で
は
。

校
教
材
費
等
無
償
化
事
業
、
保
育
所

給
食
費
補
助
金
を
実
施
し
て
い
る
。

村
で
も
給
食
費
の
半
額
補
助
実
施
を
。

ク
ラ
ブ
活
動
費
）
を
な
ぜ
実
施
し
な

い
の
か
。

は
15
・
７
％
だ
。
大
阪
は
４
人
に
一

人
利
用
。
地
域
格
差
は
お
か
し
い
。

少
な
い
原
因
は
制
度
の
周
知
方
法
が

考
え
ら
れ
る
が
、
周
知
方
法
は
。

49
億
円
の
白
馬
村
の
予
算
を
ど
こ
に

使
う
か
の
問
題
だ
。
子
ど
も
が
減
り

村
の
存
在
自
体
が
脅
か
さ
れ
る
。
窓

口
無
料
化
し
た
群
馬
県
で
は
、
時
間

外
の
受
診
件
数
は
前
年
比
92
・
７
％

と
減
少
し
た
。県
教
委
の
調
査
で
は
、

学
校
納
付
金
が
白
馬
村
の
小
学
校
で

一
人
当
た
り
８
万
３
千
円
。
学
校
以

外
の
教
育
費
は
文
科
省
調
査
で
は
、

小
学
校
平
均
20
万
８
千
円
で
、
保
護

者
の
負
担
が
重
い
。
今
や
る
べ
き
こ

と
は
、
給
食
費
補
助
な
ど
、
安
全
・

安
心
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
子
育

て
支
援
の
柱
で
は
。

の
所
得
の
場
合
、
約
１
８
３
万
円
以

下
が
該
当
す
る
。
自
治
体
に
よ
っ
て

は
、
１
・
５
倍
も
あ
る
。
基
準
を
引

き
上
げ
利
用
し
や
す
く
す
べ
き
だ
。

制
度
の
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
年
収

が
い
く
ら
ま
で
な
ら
使
え
ま
す
よ

と
、
も
っ
と
丁
寧
な
お
知
ら
せ
が
必

要
だ
。
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